
子どもの矯正 ～初期矯正～

乳歯と永久歯が混合している時期（混合歯列期）において、部分的な矯正を行います。

症例

どのような時にやるの？ 期間は？

大人の歯の前歯が反対咬合になった場合（うけ口） ３～６ヶ月(人によって期間は異なります）

著しく叢生の場合（がたがたの歯）

矯正する時期は？ なぜ早めにするの？

大人の歯の前歯が生えてきた時 下あごが前に出てしまう
小学校低学年の頃 咬みあわせが悪くなる

むし歯、歯肉炎になりやすい

どのように治すの？ 痛みはあるの？
矯正装置を部分的につけて歯を動かします 最初は少し痛みがありますがすぐに慣れます
下の歯にプレートをつけることもあります

初期矯正の流れ

①検査 お口の型取り 口腔内写真撮影（約３０分）

②装置をつけます（約１時間～１時間半）
③１週間後歯ブラシの練習（約３０分）
④通院は２～３週間ごと（約３０分）

⑤歯並びが治ったら装置を外します
⑥その後は定期検診で見ていきます

費用

検査 ￥ ３０,０００（税別）
装置 ￥１００,０００（税別） メタル

￥１２０,０００（税別） セラミック
再診料 ￥ ２,０００（税別） ２～３週間ごとに通院

矯正用の歯ブラシと歯磨き粉を購入していただきます
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